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我々は過去 3年 6カjI∃問にてんかAj或いは療轡発作を

考えられる症例を 3例尾根 L/ア この うち も例をこ M隠首

を施行ずる激会を得畑 顎で,これを若干の文献的考察と

ともをこ槻空音する.症酢 で監いずれ 転抗痩轡薬では制御 し絹

ない揮発性非遮音Y音暦三郎痩轡発作を圭症状とし,UjT所見

では9 語例 と頭J右大脳半球側脳憂外例jから半卵門中心をこ

かけての本来自鰐が存森すべき部分が書灰白質と等 しい

吸収値で造影剤注ノ揖こよる増強効梁を示 さない塊をこよ-,

告 二十 .墨 守 :;日付 iW ~十 日酎 帖 ･L十 ､･･:.宮 .パ ;軌 .

が既白質a/うそかと等 し/いことが確認 遅れた一当施設にお

日ヱ tl'r ∴ i.､- ･伸廿帖‖ 伸 附 冊 J･成 ∴‖l上 ∴

藷1た両側榊 緋 叡憲 の 息例
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両側汀那薄の小脳梗塞は臨床上稀なものであ り,我ノ輔£

臨床経過鉦 よび eT所見の匪時的変化か訂,,両側小脳

梗塞と考え綻ぶれた 招粥を経験 した.すなわち発症 望卜ほ

の UY'で左右車脳半球 ㌣蘭 看,こ梗塞厳の散在が認められ,

Lp,=廿宜 甘 tl'11I_,-I:irlJ･1n lt､=刈1.1- 恒･いけ(lttHHt_I

塞栓をおこす麓険弼 粧監なく†血栓が原鏑と考えられた.

両側同時梗塞を起 こす魔性として --側椎骨動脈系の低形

成と,対側の代鱗性 友所摘 ミ考え㌃)わたがち造影 Cr首1か

に)も右樵潤す動脈が)低形成が捉えf"〟凍 亨横突孔 転右側で明

らかをこ狭小化 していた.本例はめ餌 ､Jニ左半身鵜 軍動失

調を望 した.

13)画像診断 L興味あ る所 見を 呈 した前頭貰溜貰

腫額 の 望例
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前頭部位癖を主訴とする2症例を苧画像所見を中心をこ

望示 したや 望例と屯頭蓋骨を挟んで頭蓋内外に施療が進

廃 してお り,頭蓋骨には骨皮質の肥厚と 鎚けばだち'亨が

昆bh-)れたが明よこ)かな破壊性変化は認められなか-1た｡ 諾

-例では点状闘酎 とこが認められた中何れノの症状 も造影

し'■tl 一端 1 州h:川(･L､._＼ニト 上世 川:l{i~麺.杏が明瞭畑 仁.i.

線 名ヴとも手術で頭蓋外の経脇と骨の----部が摘出されたが,
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~二日 1-伸し'11榊言 ＼Ⅰこlli.i,11Tlこ川t恒11両日日lt･L二 /::ニl 十.

これらt]二滴三例で認め琵)れた骨変化は後者をこ糖数的と考え
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鑑別が困難な症例 浸き存在することをこ注意 しなけ緑 ぎなら

ないと考えら凄〆雄二.
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中隔静脈 (SV)の走行異常と Lてはモソr3-乳瑠璃
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左右の脳弓体の間を通 り通常よりはるか後方で ‡mlに

流入した り,嘗CV の下方を走る SV の解別学純愛殿が

知 とbJれノているか我利 濃今まで報告 ざれていないと思われ

る SV だ)走行異常を 望例経験 Lたので緒蔦-する書 望例

絃 SV Ul摘三打はほとんど閲 -であったt窮 且例は別 才

の男酢 左側脳室の前角を渡る教本の静脈絢 E中近 くで

浅春の SV を形成 し経ミ中をこ遜 L通常とは連をこ前方-義

り,非轟かをこ太い前脳駿]飛騨静脈をこ練武 していた｡右側の

右 SV が第 1例と同様な走行を呈 しても漉 せただし SV

の枝の 1本は正常な走行を呈L/ていたや根ざ)上衣下静脈

に*全 く異常が認めに洛 ず†第 2例では患儲糾こ呈量三常な走行

を示す SV 取扱もみど)れることから,先天的な発生興

常ではな く 魔 完成 した SV が 二次的を鳥羽楽 し-緊常走

行を望 したと思われる.
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市医師会 メジか しセン{タ叫が担当した佳民腎検診 欄

56-劇 )では,精練受診者からの疾患発見率は32,漫%で
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